




〔おわりに〕 

私共が過去 15 年間に経験した新生児外科症例から,各疾患別での未熟児例の特徴を分析し

た。その結果以下の結論を得た。 

1.未熟児の外科疾患は増加の傾向にある。 

2.疾患別では腹壁破裂,壊死性腸炎,腸閉鎖症,十二指腸閉鎖症,臍帯ヘルニア,食道閉鎖症

で平均より多発した。一方,横隔膜ヘルニア,幽門狭窄症,腸回転異常症,ヒルシュスプルソ

グ病では稀であった。 

3.食道閉鎖症,臍帯ヘルニアでは未熟児例の死亡率が高いが,その原因は高度の合併奇形を

伴いやすいところにあった。 

4.壊死性腸炎は極小未熟児や超未熟児に見られることが多く,その管理法の開発を急ぐ必

要がある。 

5.腹壁破裂,腸閉鎖症,十二指腸閉鎖症では未熟児での特徴に乏しく,それが死亡率を左右

していなかった。 


